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本学における研究活動の動向
学長梶浦善次
I 本学における学科構成
本学は，昭和38年4月に被服科の1科をもって発足した。翌38年には服飾の総合美学化
を目ざして服飾美術科と改名。41年にはこの学生定員を大幅に増やすとともに，工芸美術
科と体育科の2科が増設された。その後服飾美術科，工芸美術科，体育科にそれぞれ専攻
科を加えるとともに， 44年に初等教育学科の増設が認可された。 45年には体育科を保健体
育科と科名を変更し，養護教諭の養成ができることとなった。なお学生の志望の分化など
を考慮して，服飾美術科は，服飾美術コースと家庭科学コースに分け，保健体育科は体育
コースと養護コースの二つに分けた。したがって現在は，四つの学科 その中に家庭科学
と養護のコースを含んでいるのが本学の学科構成の実態であるO
ところでこの本学の学科構成の展開には，浅井学園発足ほぼ40年に近い歴史があったこ
とを忘れることはできなし、。浅井淑子学園長がドレスメーカ一女学院を創立されたのは昭
和14年であった。女子に特有な技術を身につける乙とは，幸福な生活を確保し女子の社会
的向上のために欠くことができないというのが女史の発想であった。 服飾の技術がそ
の出発点になった。短大はこの伝統に基づいて被服科から始まったのである。これが服飾
美術科として総合化されるとともに，情操的陶冶に関する工芸美術科，身体的健康に関す
る保健体育科， さらに子弟の教育に関する初等教育学科が付け加わった。本学の学科構成は，
それぞれ独立した互いに無関係な学科によって成立しているという外観をもつのであるが，
女子に特有な実践的な教養と技術を与え，婦人の地位の向上を図るという基本的理念によ
って支えられ統一されているのである。
I 大学の使命と本学の研究紀要
大学の機能は教育と研究の二つで、あるO かつて大学は「深奥なる学問」を教授するもの
とされた。このとき教育は深奥なる学問，最高の学聞を教授する場所であり，最深奥，最
高の学問は絶えざる研究の所産でなければならず，研究そのものが大学の唯一の使命とも
考えられるに至った。研究即教育として大学は真理研究にアクセン トが置かれるのである。
これに対して第二次大戦後の改革された大学では，学問研究を唯一の機能とするような
大学の運営は保持されえないようになった。とくに最近の高等教育の大衆化にともない教
育的な機能を重視せねばならなくなっでいる。学生の志望や能力に考慮を払わずには，そ
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のいうところの学問の伝達もできないのである。かつては大学の教師は真理の探究者であ
り，探究者としての孤高な道を歩むことでり っぱな教師であったのであるO 現在の事態は
このようなものと根本的に異なっているO
ところで上述のことから，現在の大学では研究が二義的なものであるという印象を受け
るならば，私の真意とはほど遠いのであるO 私は教育と研究は分かちがたく結びついたも
のと思うからで、ある。研究はそれ自体独立したものと して十分意味のあることであるが，
反面研究から離れた，あるいは研究に裏づけられない教育は真の教育ではありえないから
である。教育は何よりも人をして学習に駆り立てる仕事であるO 否， 「駆り立てる」とい
う表現は余り適切な表現でなし、。むしろ人が自ら進んで学習しなければならないように仕
向ける仕事であるというべきである。学習する者が自 らの内に探究せざるを得ないような
衝動を感じるように触発する働きが，教育なのであるO ところで何によってこの「触発」
は可能なのであろうか。 これは学習者の発達の水準によって多様に考えられるであろうが，
本質的には，学習することがらそのものを外にしてはなし、。学習することがらそのものが，
そのもの自体として興味があるのでなければならなし、。元来興味という外国語は「の中に
ある」ということ，つまり事物の中に没頭し集中している状態をあらわすのであり，文化
財を素材としてこれを伝達することに成立する教育は，教師も学習者も共に事がらそのも
のに集中するものでなければならなし、。このことは教師においては自己の専門とする学問
に没頭すること，研究を意味するであろう。学問への情熱と没頭を欠いては，人を触発す
るエネルギーを欠くのであり，教育は惰性的な業務に過ぎなし、。研究を欠いた教育はあり
えないというゆえんであるO
大学における研究紀要は，教授の研究活動の集録であるとともに，それは大学の性格や
水準あるいは活動のエネルギーの表現である。研究紀要を編集することは，大学において
最も重要な仕事の一つであるとされるゆえんである。
本学の研究紀要は，昭和41年既設の服飾美術科に工芸美術科，保健体育科の2科を加え
るとともに現実の課題となり，昭和43年創刊号を出し，本年で第11号を刊行することとな
った。この間，編集責任者であった故阿部文男教授の病気のため発行できなかったことが
あったが，その後編集委員の努力により，確実に発行され，また予定された原稿は洩れな
く紀要に掲載されたのであった。
研究紀要というと，研究論文を集録するものであり造形的な制作を目的とする学科とは
関係がないというように考えられ勝ちであるO 事実本学においてもこのような考えで，研
究紀要委員会は，論文を作成する学科で構成すべきであるという見解も現われた。これに
対して研究紀要は本来教官の研究の成果を発表，集録する場であって，文字によると作品
によるとを問うべきではないとして，昭和47年第4号よりは，服飾美術科および工芸美術
科の作品なども写真その他の方法によって誌上掲載することになった。 これとともに，こ
の研究紀要による発表以外の著書や論文，学会活動などを広くこれに記録するものとなり，
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研究紀要は文字通り本学の研究的活動の全体にわたって記録するものとなった。
I 各科における研究動向
次l乙，各学科における研究の動向について略述するO まず，各科における叙述の形式あ
るいはスタイルにかなりのちがいがあることを諒とせられたし、。各学科の科長の手を煩わ
せたものであるが，それはそれぞれの学科の特色や人事構成などいろいろな要因が自ずと
生み出した学科の相違や特色となっているのであるO すなわち服飾美術科は，科のまとま
りの中で， 共同研究の形をとっていることが多く，その記述も年代的になされているO こ
れに対して工芸美術科は，作品をめざす制作活動が主体であり専門とするところが多様で
あるために，個々人の活動を記述するものとなっているD 保健体育科の研究方向も細分化
されているが，実践的な技能の問題として統一的に概観されているO 初等教育科において
は，その含む学問の領域が広汎であり，人文・社会・理科系の諸学科，芸能 ・体育などの
技能型の学科さらに教職的学科などを広く含んでいるO ここでも研究の動きは個人を主体
としてなされているのである。
1. 服飾美術科
(1) 研究活動の概観
服飾美術科は，浅井淑子，児玉潤，久野久仁より筒井京子へと科長が受けつがれ現在に
至った。 この科では科長を中心として服飾ゼミを開催し，各々の専門分野とと もに共同研
究を行って来た。 それらは，総合的美学と科学とを統合して合理的な衣生活の向上を目ざ
したものであった。研究成果は，学生指導に生かされ，それを生気づけるものであった。
昭和38年度 4月北海道女子短期大学被服科として創立されるや浅井淑子科長を軸に
して久野久仁，筒井京子を中心とした被服科スタッフは新しい被服教育をめざし研究を始
めた。当時の服装は東京の模倣が多く， 北国の服装としてふさわしくない点が多く，とく
に下肢保温については厳寒期にもかかわらずナイロン ・ストッキングという若い女性が多
いことから，これらの問題をとりあげた。阿部文男教授の指導により 「下肢保温の実態J
を調査し（北海道私学教育研究会研究紀要に発若む，その資料をもとに寒冷地服装計画につ
いて研究した。当時発表したパンタロン・スーツや，われわれが示唆した各種のカラー ・
タイツなどは，現在寒冷に最適の服装として定着しているO
昭和3咋度 服飾の総合美学的教育をめざし，服飾美術科と科名変更し，学生数は80
名から 200名と増大した。より一層の充実をはかり被服の化学的，物理的実験と被服構成
学とデザインの三つの領域を軸に研究が進められた。久野久仁は道立工業試験所の研究員
となり，毛糸や繊維の消費科学的研究を学会や研究紀要に発表し，またカリキュラムに導
入した＠被服構成学は筒井京子が担当した。しかし当時はこの領域の文献 ・図書が少なく，
その後人間工学の研修によりパターンの研究を始め，実際の授業面に利用した。しかし，
人体との関係が難しく，現在においても「体型とパターンの研究」は服飾科全員の課題と
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して研究が続けられているO デザインは浅井淑子が受けもち， ND Cなどに作品を発表し，
爾来，顧問として指導的立場において活動している。
昭和3t咋より39年にわたり，本学学生の中から， 「服飾科なのに，なぜ画一的な服装を
しなくてはならないのか」という制服着用に対する声が上り，また中学 ・高校においても
全国的にこれが問題となった。筒井京子と島貫真寿美とがこの問題を研究のテーマと して
取り上げ，その調査結果を発表した。本学では制服廃止にふみ切ったが，最近中学 ・高校
生の非行問題に絡み，ふたたび制服着用の是非が論じられるようになった。この点につい
てはまだ研究の余地があると思われるO
昭和4詐度 専攻科が設置され，さらに高度の服飾技術を習得させると同時に学生の
個性をより良く伸ばすための指導のーっとして， 卒業作品の発表会を学外で聞き， 被服担
当教官全員がそれぞれの立場で研究・指導に当った。
専攻科は展示と共に自作自演のシ ョー を，名越淳子，松木京子の指導のもとに行なうよ
うになり，以後毎年開催されているO これは道内の短大では初めての試みであり， 内容も
単なるフ ァッショ ンではなく， リフォームやその他のテーマをもって発表されている。昭
和52年度は沢田幸子と松木京子の指導により，北国の服装をテーマにしたものであった。
それらは新聞紙上にも取り上げられ好評を博した。
昭和4非度 服飾科を二つのコースに分け，新しく家庭科学コースが設けられたため，
コース別教育内容を検討する上で一連の研究がなされた。沢田祥子，尾田優子等の 「高校
における被服教科内容の実態調査」や児玉利津子， 北村悦子，松木京子などの「洋裁技能
差と高校時諸要因との関係」 などがそれである。
昭和4鮮度 科としての研究体制を一層固めるために科内ゼミナー ルを被服管理，被
服構成，美意識，生活管理，食物等の5部門に分け，統一テーマのもとにそれぞれの研究
が始められたが，沢田祥子，北村悦子等の本学学生の 「生活時間調査」 や山塙圭子，小田
島政子，折戸比佐子の「栄養実態調査J，尾田優子，泉山幸代，辻美恵子の「洗濯に関す
る意識調査Jは東北家政学会や研究紀要に発表され， またそれぞれの教科の学生指導に生
かされた。その他家政系短大の教官達による共同研究には，筒井京子，佐野干佐，山塙圭
子等が参加，老人問題をとり上げて発表したが，老人福祉に対する種々の施策にも若干の
貢献をしたものと評価する。
昭和5~年度 家政学会東北 ・北海道支部総会で発表した「 フリルに関する研究」は，
筒井京子，佐野千佐，石垣和子，沢田幸子，島貫真寿美の共同研究であるが， 従来の既制
服による簡易制作より技術的志向に移りつつある現在，技術向上のための研究であり， そ
の材質別実験の結果は，服飾の理論的関連の資料と して学生指導上有意義なものとなっ7こC
(2) 社会的活動
浅井淑子はNDC （日本デザイ ナークラブ）の顧問として，服飾界の最高指導者として
の役割を果たしているが，高校その他の研究会における教育指導者と してまた社会的にも
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広く活躍している。
筒井京子は北海道家政科協会の理事（副会長）として，小・ 中学校，高校，大学が一体
となっている研究会において指導的立場にあるO
山塙圭子は，伊黒寿子とともに， 永年にわたり北海道婦人会館において調理の指導にあ
たっている。
江別市百年記念行事の一環として開催された生活展（53・10・5～8）に，市の依頼を
受けて参加。 北海道の大正より現在にいたる服装の変遷を研究，展示した。これは服飾美
術科全員が参加したものであった。
(3) 現在の研究問題
現在進行中の研究をあげると次のごとくである。
服飾関係では，
「布のドレープ性の研究J...尾田優子，泉山幸代，辻美恵子， 川村昌子
「美意識に対する学生の意識調査」・・・・永原綾子，松木京子，北村悦子，高岡朋子
「パターンと体型」・・・・佐野干佐，高岡朋子
「テーラード・スーツの研究J....筒井京子，石垣和子
「本学学生の洋裁晴好調査J....島貫真寿美，鈴木玲子
調理関係として，
「行事食に関する研究」・・・・山塙圭子
「調理学習に対する意識J....小田島政子，勝間愉子
「寮生の食事調査一間食と補食」 ・・・・折戸比佐子
2. 工芸美術科
（筒井記）
本学の工芸美術科の専門領域は，油彩，彫塑，日本画，デザイン，金工および染色の6
つに分かれているO したがって本学科の教官の活動もそれに応じて多彩をきわめている。
今その制作・研究の活動をそれぞれの専門的立場に立入って客観的に述べることは至難
の業と言わねばならなし、。個々の教官の制作や発表は，各年度の研究活動一覧を見ていた
だくこととして，ここでは各個人の作風や人柄などを述べることによって，その活動の方
向を示唆することとしたL、。したがって，これはきわめて主観的な印象批評を出てないこ
とを諒とされたし、。
(1) 油彩関係
亀山良雄（昭和41・4～ ） 全国的ないわば 「在野的」である主体美術協会に所属す
るとともに道展会員と してその中心的存在として活動しているO また個性的な制作者の集
団である「玄の会」会員であり，激しい創作意欲をもった作家として指導性を発揮してい
る。
木村捷司（昭和44・4～51・3) 本学では芸用解剖学を担当していたが，本道画壇の
長老のひとりである。 その業績の大きさは別記の研究活動一覧を見ても明らかである。 こ
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の10年間しきりに外国旅行をし作品を発表しているが，そのヴァイタ リティには驚かさ
れる。 北海道開拓記念館に画いた1,000号大の壁画制作も知られているが，最近道南の修
道院に 「最後の晩さんJを制作された。その画業の展開に後輩と して大きな祝福をおくる
ものである。
山畑弘子（昭和42・4～45・3) 細やかで轍密な前衛的作風で，絶えず自分に新しい
試練を課すといった厳しい態度を守っていてきわめて印象的であった。
伊東将夫（昭和49・4～ ） 長い教職歴を持っており，発表は道内に限られているが，
その思索的作風はよく知られている。 年代とともにますます昇華されていく傾向は，強い
精神性と相まって，人生を問L、かける不思議な魅力を感じさせる。
（劫影塑関係
坂坦道（昭和39・4～ ） 日展会員。日展特選，無鑑査，審査員の経歴はその過去
の業績を示しており， 意欲的な制作者として本道彫刻界における指導的地位をもってL唱。
最近札幌の羊ケ丘に新しい解釈のクラーク博士像（ブロンズ， 金色）を作ったことは有名
である。本学工芸美術科発足当初，主任教授として指導力を発揮したことも忘れてはなら
なL、。
杉山寿子（昭和44・4～48・3) 研究的で道展にも出品入選した。学生と共に研究す
るといった態度で人間的な親密さを学生に感じさせた。
国松明日香 （昭和53・4～ ） 本年度着任された新人であり，今後の活動が期待され
る。すでにアメ リカにおける「ワーノレ ド・ コンペティション」に入選，受賞し，本道にお
いては現代美術作家展など現代美術のにない手としての活動は，すでに始まっているO
（訪 日本画関係
竹吉妙子（昭和42・4～52・3) 本学における日本画開講の先駆者であり，日本画の
基本的なあり方をそのまま自己の制作過程とされていた。
伴 百合野（昭和45・4～ 〉 作品は現代を考える新しい日本画であるO 個展， 2人
展，道展と広く活躍をしているO その作品は， 道内の評論家たちにも高く評価されている
作家であるO
中道律子（昭和46・4～53・3) 作風は，現代の空気が最も濃厚に伝わる新鮮さが魅
力である作画活動をしている。
(4) デザイン関係
阿部典英（昭和51・4～ ） 造形作家。その作風の特異さは，最近とみに声価をあげ
ているO 本学着任前すでにシェル美術賞佳作を2年連続受賞していることでも，その前衛
的所産が想像される。最近はすべての物的なものにメ ッキする構想，姿勢などにその秘密
があるように思われるO 二つの個展を同時に発表するなど行動派的な作家である。
(5) 金工関係
小林繁美 （昭和41・4～ ） その長いキャ リアは別記に示されているごとくであり，
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金属工芸の本道における雄である。日展にも連続入選しており，また本年の北海道現代美
術展で優秀賞を受けていることによってその業績は知られると思う。
(6) 染色関係
戸坂恵美子（昭和38・4～ ） 北海道における染色の基礎を固めた作家であるO その
活動は膨大な別記の業績でもわかるが，声を大にする作風ではなく，伝える効果は波紋の
ごとく広がっていくようであるO 最近NH Kテレビで，その作業過程が放映されたが，人
びとの心に入りこむ美しさはその身上であろう。
酒井美鈴（昭和40・4～44・3) 女性らしい柔らかい染色の作品を道展に出品，入選
した。その優しい人柄は作品ににじみ出ていたと同時に，学生からも親しまれていた。
近川輝子（昭和41・4～51・3) 道展のみでなく，東京の光風会展にも入選を重ねた。
一言でいうと知性的な染色であり ，一味ちがう制作をしていた。個展も開催しまた意欲と
強L、意志をもって学生指導に当っていた。 （亀山記〉
3. 保健体育科
(1) 研究活動の研究者・研究主題の実態
開学15周年，保健体育科が体育科として発足13周年，この間科関係教員の研究者として
の主なる研究活動をまず，研究者・研究主題の類別毎に数量的に一括通覧してみたい。
論文は山田守英13，坂井壱郎 I，東昇4，天野智恵美 I，本橋寿世 I，後藤俊2，布上
恭子10，久保田佑子2，亀田恵撞 I，佐々木ふさ 2，奈良岡健三2，北村優明 3，計12研
究者40数編で，大半は本学紀要に掲載されたものであるが，学会機関誌・専門誌等に発表
されたものも数編あった。著書は後藤俊 2（「家庭婦人指導者講習会テキス ト」ほか〉 ，
佐々木ふさ 1（「養護教諭の執務の手引き」学内出版）で，計 2者3編何れも分担執筆か
共編の指導手引き書・教本として出版されている。
学会発表は，山田守英 5，東昇 3，後藤俊 l，布上恭子 9，奈良岡健三 2，北村優明4,
清水悦子 2，神野孝子 I，計8発表者27主題であった。発表機関は日本体育学会，日本女
子体育連盟，北海道体育学会で，大半は共同研究者数名によ って課題を分担 ・共同研究し
て発表されたものであるO
指導業績として個人名ではっきり記録にあげられるものは，後藤俊2，布上恭子3，久
保田佑子 I，計 3者6件のみに留まっているが，本学体育会各運動部が，道内外の各種ス
ポーツ・体育大会試合において，目覚ましい活躍を示し，全道・全国的に本学の名声を発
揚せしめるに至った業績は，顧問教官の陰の指導業績とでも言うべきものであろうO （詳細
については後述したし、。）社会的活動では，久保田佑子 I，奈良岡健三 2，計2者3件が
あげられているが，この他に記録にのらなくても，スポーツ・体育を通じ学外で社会的に
活動貢献している業績は，例えば北村優明の日本学生バドミントン連盟・道学連での活動
は，斯界ではよく認められているところである。この他にもこれに類する例はあるO その
他では，研究成果を関係公的機関等に報告書として提出し，社会体育・学校体育の振興に
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資そうとしたもの奈良岡健三3点，清水悦子 1点，計2者4点がある。
(2) 研究活動内容の学術的側面
前項では研究活動を数量的に総括してみたが，研究活動としてより意義深いのは，その
内容が保健体育の学術的発展開発，実際場面に如何に利用されその有用性を裏付ける反響
反応があったか否か，というところが問題点であろう。だが意義価値ありとして評価し，
活用され，反響を呼んだかどうかという点については，テーマだけでは明瞭に判断するこ
とができなし、。しかしまた，各研究者がとり組んだ主題・課題について究明された成果を
憶側や推察で強いて傾向を窺いみて判断するとすれば，保健体育の学術的，実際的な側面
の発展振興に何らかの形で寄与していることは確かであるO
挙げられたテーマ，発表された主題から，意義・価値がどのような側面に貢献している
かを考察する方法のーっとして，保健体育の学術的側面から分類概観すると，次のように
なるO 日本体育学会では， 11専門分科会に分けて毎年研究発表大会を開催してるD その11
部門の専門分科としては，①体育原理，②体育史，③体育社会学，④体育心理学， ⑤運動
生理学，⑥キネシオロジー，⑦体育管理学，⑧発育発達，⑨測定評価，l⑩体育方法，。保
健である。本学保健体育科の研究活動内容を，この日本体育学会の各専門分科に分類考察
してみると，③体育社会学17題，⑤運動生理学17題，⑨測定評価13題， ⑩体育方法25題，
⑪保健2題（十 3～4題）となり，この中には2以上の専門分野にまたがるものと思われ
る主題が10数題含まれているO
以上のような専門分科類別から，保健体育科10数年の研究活動を総括してみると， 保健
体育の方法 ・指導に関する研究活動に努力が傾注されていたことが主流と思われ， 次に保
健体育が人聞の心身発達にどのような価値と効果がおよぶものか，身体や運動の機能測定
する研究に努めてきたと推察される。
以上保健体育科の研究活動は，取り組んだ研究課題 ・主題から見て現場ですぐ役にたっ，
具体的で直接的に貢献する被教育対象に向けられているものが多かった。保健体育科の研
究内容を要約表現すれば，“体育 ・スポーツの指導と方法に関するもので，現場の健康 ・
体力づくり・競技能向上にねらいが向けられていた傾向がある”ということになろう。
(3) 指導業績について
指導業績については，計3名6件があげられており，後藤俊はバレー ボール，久保田佑
子は体操でカナダに招聴講師と して派遣され，スポー ツの指導を通じ国際的な親善をも兼
ねた指導業績を挙げたことが記録されるO 布上恭子は陸上のイ ンターカレッジで優勝（入
賞〉した学生の指導業績と して記録される。この他に，表面記録に出てこない，陰にかく
れた価値ある指導業績として特記しなければならないことがあるO それは本学運動部顧問
教官の毎日の指導活動の結晶が，各運動部の優秀な成績をもたらしたものであることを記
録に留めておきたし、。南部忠平は陸上競技，東昇はパスケッ トボール ・軟式庭球，後藤俊
はバレーボール，布上恭子は陸上競技 ・舞踊， 久保田佑子は体操，亀田恵撞はバスケッ ト
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ボール，北村優明はパトミントン，奈良岡健三は硬式庭球，神野孝子は軟式庭球とあげら
れる。
さらに特筆すべきは，保健体育科以外の科に所属する顧問教官の指導業績として，晴山
紫恵子（初等教育学科〉のスキ一部指導による全日本学生スキー大会で団体ベスト・エイ
トに入る好成績を挙げたこと（昭和50・51・52）である。本学でも，道内各大学でも，イ
ンターカレッジベスト・エイトに入る成績は至難とするところである。
（心 研究活動の歩みと将来展望
体育科創設当初の研究では，保健体育の科学的研究に必要な機器・施設等が整備されな
し、ままの情勢下でもあり，また研究活動の事情は短大保健体育に直結する指導法や体力・
技能の測定評価研究に向けられたのは当然のことであったろうO しかし，近来運動場・コ
ート等の整備と並行して，高次の保健体育学研究も可能な精密機器も整備され，次第に深
く保健体育科学の本質的研究も着手出来るような態勢が整えられつつあるO 本学は短大と
しての性格上，研究活動は学術の深奥究明は本命としてではないが，運動生理学や保健・
養護教育のために必要な医学的研究にも深く入り込み，究明努力することもまたこれから
の研究課題として重要であるO しかし科の性格上では，高次の精密機器が整備された環境
下においても，体育方法や測定評価・運動生理学研究の，より高い水準の研究成果が期待
されることは依然としてこれまでと同様であるO
以上の趣旨に沿う“科”の研究活動の 1例として， 「精神障害者社会復帰のための，軽
スポーツ・運動と体力測定による健康体力づくり（仮題） J一一 未発表ー としづ課題で，
昭和53'.年5月から共同研究を進めていることを付言しておきたし、。
将来展望に関連して，専任スタッフの充実がおくれた養護教諭コース関係については，
ここでふれたし、。天野智恵美が定年退官し，山田守英が旭川医科大学に転出したあと，昭
和50年度には医学関係専門科目担当の渡辺佳久太（内科学・保健学専攻〉を， 51年度には
看護学・救急処置及び看護法担当の斉藤ミツエ・中栄久子・木村泰子を， 53年度からは斉
数素子・清水悦子を加え前任者佐々木ふさとともに，ここにようやく養護教諭コースとし
ての陣容が整った。 50年度から53年度にかけてはもっぱらそれぞれ担当する教科内容の充
実，学習指導に努めてきた。
渡辺佳久太は本学赴任前からの 「地域医療における地域保健計画」，保健・医療の社会
科学的側面，とくに 「保健医療の経済現象jについての調査・研究を引き続き行なってお
り，また養護教諭コース学生用として講義内容をまとめた 「医学概論」を編さん中である。
斉藤ミツエ・木村泰子・斉数素子は， 「養護教諭養成課程における看護学の在り方」を
主なテーマとして共同研究にとりくんでいるO
渡辺佳久太は，私学において稀にみる保健センターの所長を兼務し，中栄久子とともに
健康管理の一環として，健康生活調査 「自宅通学・寮生・自炊別学生の貧血実態調査」を
54年度にわたる継続研究として実施中である。なお山田守英の研究論文13，学会発表5つ
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の内容については，それらが基礎医学的研究として上記の研究と質的にもちがったもので
あるので，研究者自身の概要説明を特記して貴重な研究の成果の一端を紹介したし、
（奈良岡記）
(5) 基礎医学的研究の概要
A. インターフェロンに関する研究 生体の防御機構の1因子であるインターフェロ
ンについて，その産生に及ぼす諸条件の影響を検討し，免疫がイ ンターフェロン産生を増
強し， 重感染により抑制されることを明らかにした。また，イ ンターフェロン誘発因子と
して接種されたウィルスの合成と，インター フェロン産生との聞に関連性のないこと及び
インターフエロ ンのウィルス増殖抑制の作用機序を分析検討した。更にマウスのリフ トバ
レー熱ウィルス感染が， ND V, Poly .I : Cなどによって抑制されるのは， マウス体内で
産生されるインタ フーェ ロンの関与によるかどうかを検索した。なお， インターフェロン
について， 産生条件， 産生機構，インタ フー ェロンの種類， ウィルス増殖抑制作用の機序
等について詳細綜説した。
B. ウィルス持続感染に関する研究 He La細胞における麻疹ウ ィルス持続感染系に，
HV Jを重感染させて生ずる混合ウ ィノレスは Pheno typic mixing Virus であること
を明らかにし，持続感染系細胞はポリ オウ ィルス感染に抵抗性を示すこと及び抗麻疹血清
による特異的細胞溶解現象を究明した。
C. オース トラリア抗原に関する研究 血清肝炎と密接な関連のあるオーストラ リア
抗原の検出に用いられているMicro-Ouchterlony法，Electro-S ynere sis法， Single
Radial Immuno Diffusion法についてその特徴，感度及び特異性などについて比較吟
味した。
また，オーストラリア抗原の電子顕微鏡像を求め，更にヒト血禁中のオーストラ リア抗
原を分画した。
D.その他 ウィルス感染症の業室診断法について，及び感染症に対する血清7 グ
ロプリンの作用について解説した。 （山田記）
4. 初等教育学科（一般教育を含む ）
初等教育学科は，昭和44年 4月に開設された。その目的は質の高L¥f j＼学校および幼稚園
の教員を養成することであった。特に戦後の教員養成制度を反省し，小学校における基礎
的教科においてのみではなく音楽，図工，体育等のいわゆる技能的な教科にも堪能なバラ
ンスのとれた教員を養成しようと したのであるO したがって当科に関る教官は，人文，社
会，自然にわたる学問的領域，技能教科的領域および教職教科的領域まで広くにまたがっ
ているO したがってそれらの研究や活動を一つの観点から述べることは不可能に近し、。こ
こでは個々の教官の活動の方向という面で若干のことを述べよう と思う。
(1) 人文関係
浅井正三 （昭和38・4～ ） カトリ ック神学界の長老であり，日本キ リスト教学会理
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事， 北海道キリス ト教学会会長として活動されている。最近の最も大きな業績は 「共同訳
聖書」の刊行事業であり検討委員会の委員として指導的立場で参加されているO 53年には
「新約」が刊行され「旧約」は目下進行中である。開学以来，哲学を担当され，深い信仰
体験と学殖を通して，学生の宗教的情操を培い， 教職者としての世界観形成に大きな役割
を果たしている。
長瀬米蔵 （46・4～ ) 46年より社会，道徳教育の研究，倫理学さらに英語を担当し
た。倫理学専攻であり，マックス・シェーラーの実質的価値倫理学に関心をもち，またゼ
ーレン・キルケゴールに人間存在の根底を探究している。なお， 「比較教育学会」 の会員
として，共同研究に加わり道徳教育を担当している。
大野薙隈（50・4～ 〉 国語，文学，保育内容の研究・ 言語の担当で，幼稚園児の読
み能力についての論文，万葉集贈答歌と題詞についての論文などを発表した。上代文学特
に万葉集の研究が深く ，言語障害児の研究も継続されているO また，小学校国語科教育の
科学的研究の研究団体を主宰し，実践者に対して大きな影響を与えている。
(2) 社会関係
古瀬卓男（40・4～ ） 本学設立の準備委員として，開設の実務処理に当たり，発足
以来法学，教育関係法規を担当しているO 私学経営の立場から教育権の問題，私学制度と
憲法などの論文を発表した。また学生指導のために 「教育法規ノー ト」 「教育関係法規ノ
トー」 （学内出版〉を編さん刊行している。さ らに北海道教育研究所刊行の北海道教育史
戦後篇の編さんに参加し，教育行政を分担して研究を進めている。北海道・札幌市公立学
校教員採用協議会委員と して，昭和46年から活躍している。
（司 自然関係
田所哲太郎 （38・4～50・9) 初代学長として本学運営の基礎を固めるとともに，わ
が国における生化学研究の先達として多数の研究論文を発表した。とりわけガン防衛酵素
インターフェ ロンの研究，健慶のための生化学的研究，自然治癒健康食の研究など多岐に
わたっている。年齢を越えた研究への意欲と研究の発表は，後学の襟を正しめるものであ
った。
西田正男（41・5～53・3) 田所博士の弟子の一人で，同じく生化学的研究を専門と
し，本道の農水産物関係の基礎的研究，とりわけ馬鈴薯澱粉， 小麦製粉と製麺包の研究な
どで業績をあげ，学内でもそれらの研究を継続，また化学，教材研究理科，食品学，保育
内容の研究 ・自然等を担当した。
松永圭朔（4・ 4～ ） 本学科創設以来自然科学概論，理科，教材研究理科を担当。
生物学の海藻の生態学を研究分野とし， 利尻島産の日本新種 「ウスパオオギ」 （新称 ：褐
藻アミジグサ科）の研究論文は専門研究誌 「藻類」に掲載され， また学会でも発表された。
現在も研究を継続しているO
若山誠治（53・4～） 食品学，教材研究理科を担当。本学では赴任後日が浅いので
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特記することはないが， 化学を専門分野とし，とく に香料の研究について多くの研究業績叫
をあげているO
（心 音楽・美術・体育・家庭関係
ア．音楽
加藤憧三（51・4～ ） 音楽教育の経歴は長く，音楽の基礎を取り扱う音楽I，器楽
I ・ I，教材研究音楽を担当。また作曲の研究も深く，この1～2年間に小学校の校歌5,
女声三部合唱曲 「晩秋」を作曲した。高校の音楽教科書を執筆しているとともに合唱その
他の指導に活躍している。
林清子（38・4～ ） 38年以来，声楽・ ピアノを担当し，本学初等教育学科の音楽
の基礎を固めた。本学合唱団の定期演奏会の指導に当るとともにドレスメ ーカ一女学院合
唱団常任指揮者として定期演奏会，ジョイント・コンサートなどそれぞれ5回発表。また
雪柳会，せせらぎ会などの常任指揮者と して活動している。
桑原雅子（46・4～ ） 音楽I，器楽IおよびEを担当。専門はピアノであり，今後
の活動が期待されているO
イ．美術
伊東将夫 （49・4～ ） 「工芸美術科Jの項を見られたい （52年4月から所属変更）。
ウ．体育
晴山紫恵子（43・4～ ） 体育，体育実技EおよびE，保育内容の研究 ・健康の担当
であるO 論文に， 「婦人の健康生活と過去の運動歴の有無の関係」「学生の入学時泳力の
年次比較」があり，また共同研究による「女性の健康生活の実態調査報告」が体育学会に
おいて発表された。
エ．家庭
久米寿美恵 （48・4～ ） 家庭の担当であり，寮監として学生の実践的指導に効果を
あげている。
（扮 教職関係
ア．教育学関係
阿部文男（38・4～46・7) 本学設立準備委員として創設に当たり，開学と同時に教
育学，教育原理，教育方法論を担当した。近代教授の源流を辿ってジョン・ ロックを研究
し，今日的問題として科学的な教授学の樹立に努力された。すなわち教授 ・学習過程の実
験，実証的研究，さらに授業分析の方法の研究など不携の研究を続け，その成果は著書11
論文11，学会発表2の多数にのぼっている。 「授業分析ーその理論と方法」はその遺書と
してまとめられたものであるO その先駆的研究の意義はまこ とに大きし、。なおその人と業
績の全貌については研究紀要第3号に詳しいので省略する。
梶浦善次（47・1～ 〉 50年10月より第二代目学長であり， 47年以降教育学，教育原
理，教育方法論，教材研究社会および教育実習などを担当。 へーゲル哲学の研究者として，
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とくに最近はその教育学的思想に目を向け 「ヘー ゲ、ル哲学における教育的思想 教育の社
会的基礎」を発表した （研究紀要第9号）。北海道私学教育研究協会の専門委員として委託
研究 「修学旅行と宿泊研修のあり方」「学校と家庭ーその関連を求めてJ等の論文を発表，
また「全員参加のクラブ活動の進め方」の責任編集 ・執筆，さらに 「北海道教育の未来像」
を編集刊行した。 へーゲルの教育思想およびヒューマニズム思想は持続した研究テーマであ
る。
倉島 繁（49・4～） 教材研究体育，保健体育科教育法，教育実習の担当。と くに
教育実習については，多年にわたる実地指導の経験をもっベテランであり，厳正な指導に
よって教職希望の学生に大きな成果をあげているO
磯貝芳司 （52・4～） 本学は52年4月以来で，社会，教材研究社会，教育原理，教
育方法論を担当。 北海道教育評論社刊行の教育実践叢書に， 「学習ノー ト」「授業研究」
など執筆した。また「比較教育学会」の共同研究に参加し道徳教育を担当しているO 北海
道青少年育成協会理事，北海道優良映画審議会委員など社会的活動も幅広し、。
イ．心理学関係
清水栄長（39・4～ ） 一般教育の心理学，教職専門の心理学関係の諸科目を担当し
ているO 北海道心理学会の理事を長くつとめた心理学界の長老であり，学内出版として「教
養としての心理学」などを著述した。
白佐俊憲（46・4～ ) 46年4月来学以来， 教職専門の心理学関係科目（教育心理学，
児童心理学，青年心理学，教育心理学演習）を担当した。著書6，論文10，学会発表5'
助成 ・共同研究3に及び，極めて生産的な研究活動をしている。教職イメージの変化， 子
どものおけいこごと，子どもの遊び，など追求のテ マーは多様であるが，とくに保育者養
成校卒業生の進路と職場適応についての数年間にわたる継続研究は，養成校の関係者にと
ってきわめて大きな意義をもっ労作であった。北海道家庭教育相談事業企画運営委員など
社会的活動も多し、。
なお，大矢敏範（38・4～45・3，自然科学），大黒マチル ド（41・4～47・6，人文
科学），正井滝士（45・4～48・7，体育関係、） ，西川みち子（45・4～51・3，音楽関
係〉 など既に退職された方々については，それぞれ在職中には活躍されたわけであるが，
詳細が不明のため割愛させていただいた。 （長瀬記）
N まとめと今後の課題
以上が，記述の形式にそれぞれちがいがあったが，各学科の研究活動の概要である。そ
れは別記の本学の「専任教官研究活動一覧」を中心にしてまとめたものであるO 編集委員
の努力によって，本学の研究活動の全体像が把握されるようになったことは，まことに幸
いなことであった。ただ一言付け加えたいのは，これが未だ完全なものではないというこ
とであるO これに掲載されていないものもすくなくはないし， ことにすでに本学を去られ
48 梶浦 ・本学K辛子ける研究活動の動向
た方々の業績で欠落しているものもあると恩われるO さらに各種研修会 ・講演会講師，新
聞・雑誌等への寄稿，テレビ出演など社会的活動や指導業績などを大き く広げるならば，
ぼう大なものとなり，地域の大学として地域に奉仕する姿がより鮮明になるであろうが，
それは別な観点に立たねばならないのであり， そのような作業も継続される必要もあると
思う。
次に専任教官研究活動一覧を見ての感想を 1, 2のべて結びとしたし、
第一は，研究がきわめて多方面にわたっていることである。それは服飾や美術の制作や
家庭科学，保健体育学，基礎医学あるいは法学， 教育学や心理学等にわたり，テーマもま
たきわめて多様であるO 衣・食生活上の問題， 体育指導上の諸問題，教職者養成の問題，
あるいは理論的あるいは実際的な問題を広く取りあげている。 これは本学の学科構成その
ものの反映であるが，またそれだけ専任の教官が多く，個性的な研究者を集めているという
ことの証左であろう。
第二は，研究が実際的であり実証的であることであるO それぞれの分野において解決を
迫まられている実践的な問題を取り上げていることにも関係があることと思われるが，そ
の研究の結果が， 実際の教育指導に結びつきこれに生かされているD このことがひとつの
特色であると考えられる。
第三は，田所哲太郎初代学長，山田守英教授 （現旭川医科大学長）， 故阿部文男教授に
ついてである。 田所学長は満90歳を迎え，本学を退かれるまで多く の論文を毎年発表され
た。すでに功成り名を遂げたこの碩学が，壮者を凌ぐ研究心をもって多くの論文を発表さ
れたことは， 本学における大きな刺激であり光明でもあった。われら後輩はいつまでも学
者としての田所学長の学恩を感謝せねばならなL、。山田守英教授は，本学においては学生
部長として多くの仕事をされたが， 同時にその専門とする基礎医学の研究を継続され多く
の学会発表をされたことは， すでに述べられた通りである。レベルの高い研究を医学界に
発表され貢献されたことは，本学の研究を高めたものとして忘れられないことであるO 阿
部文男教授は，すでに他の場所で述べられているように，開学の事務に当たり，教務部長
や学生部長を引きうけられ，多忙の中にあって研究活動に専念，多くの著書，論文を発表
された。またご自身の研究ばかりでなく，学内における研究者の指導的立場に立って， 本
学研究活動の基礎を固めたのであった。感謝の念を新たにしつつその篤実な人柄を想起す
るのであるO
今後におけるわれわれの課題は，15年間の研究実績を踏まえ，より一層研究活動を活発
にすることにあると思う。本学の人員も施設や設備等も遂年充実しているO 研究の条件は
整備されて来ているO 地域の問題に答えるとともに研究のレベルを深めることがたいせつ
であるO 私は共同研究を一層進めたいと願う。 個人的研究はもちろん大学の研究活動の基
礎をなすものであるが，各学科における協力態勢をつくり研究の共同的プロジェク トをも
つことは，きわめてたいせつなことであると考えるのである。
